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【研究の概要】 

【研究目的】 組織変革の新たな領域を切り拓くことと、経営実務で再現可能な実践的メソッドを提示すること。 

【研究方法】 日本を代表する大企業を対象に、組織変革における阻害・促進要因を戦略の実行プロセスを実証的に解明する。具体的

には、企業の持続性の内生要因を明確にし、ダイナミック・ケイパビリティを構成する組織ルーティンのメカニズムを分析する。 

【仮説検証】 競争優位となる戦略的組織ルーティンの 4 要因のメカニズム提示（組織変革の断行、組織形態の構築と変化、意思決定

の基準明確化、組織学習の誘発と促進）し、ダイナミック・ケイパビリティの形成プロセス（図表１）の実証的解明。 

【予測成果】 組織変革期の経営理念の機能化プロセスを提示することで、企業の合理的な側面と人間の非合理的な側面を統合する

マネジメント機能が明確になる。 

図表 1：ダイナミック・ケイパビリティを形成する戦略的組織ルーティンのメカニズム 

 

【研究の特長・従来技術との比較】 

1. 企業の競争優位の組織能力について、経営戦略、経営組

織、経営管理に至る連動プロセスとして考察。 

2. 戦略と組織の境界拡大、組織間関係能力の構築、組織メ

ンバー間の相互作用と組織学習に重点。 

3. ダイナミック・ケイパビリティの実証的解明により、経営実務

における組織変革の理論と実践を提示。 

【研究の状況】 
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【課題、今後の方向性】 

1. 理論モデルの反証による精緻化 

2. 理論モデルを活用したコンサルティング 

【用途・効果】 

1. 組織変革におけるトップ・マネジメント能力の養成 

2. ミドルマネジャーの役割行動に係わる教育研修 

3. 組織学習を促進する組織形態の設計コンサルティング 

4. リスクマネジメント体制整備に係わるコンサルティング 
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